（家庭裁判所提出用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　診　断　書　（成年後見用）

	１　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男・女

生年月日　　Ｍ・Ｔ・Ｓ・Ｈ　　　年　　月　　日生（　　歳）

住　　所

	２　医学的診断

　　　診断名

　　　所　見（現病歴，現在症，重症度，現在の精神状態と関連する既往症・合併症など）

　　　備　考（診断が未確定のときの今後の見通し，必要な検査など）



	３　判断能力判定についての意見（下記のいずれかをチェックするか（意見）欄に記載する）

· 自己の財産を管理・処分することができない（後見相当）。
· 自己の財産を管理・処分するには，常に援助が必要である（保佐相当）。
· 自己の財産を管理・処分するには，援助が必要な場合がある（補助相当）。
· 自己の財産を単独で管理・処分することができる。

（意見）

　判定の根拠（検査所見・説明）

　備考（本人以外の情報提供者など）



　以上のとおり診断します　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

　　病院又は診断書の名称・所在地

　　担当診療科名

　　担当医師氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　電話番号

　　ＦＡＸ番号

　　　　　　　診　断　書　付　票      　　　　松江家庭裁判所
	　後見開始及び保佐開始の審理には，主治医の見解が不可欠です。また，原則として  医師による鑑定が必要です。そのことに関連して，いくつかお尋ねしたい点がありま  すので，あてはまる箇所に∨のようにご回答いただければと思います。


１　裁判所職員が本人に面会した場合，意見を聴取することが可能でしょうか。　　　　　　　　　　　　　　  □不可能　　□可能
　　　　　　　　　...................................................................................................................
２　本人の精神の状態について
	　(1) 発語
　(2) 意思の疎通
(3) 記憶力
(4) 見当識
  (5) 計算力
  (6) 理解・判断力
  (7) 心理検査
	□できない　□簡単な応答は可能だが，ほとんど意味をなさない
□できる
□できない　□言語では不可能だが身体動作等で表現できる
□できる
□自分の年齢を回答できない  □自分の年齢を回答できる
□今日の月日がわからない    □今日の月日がわかる
□現在いる場所がわからない  □現在いる場所がわかる
□近親者の判別がつかない　　□近親者のことは判別できる　
□計算はほとんどできない 　 □
□認められない
□
□長谷川式簡易知能スケール（　　点）
□


  (8) CTスキャン，MRIの結果
　　　　　　　　　..................................................................................................................
　　　　　　　　　..................................................................................................................
３　総合的に見て
　□　植物状態またはそれに準ずる。
　□　植物状態とは異なるが，明らかに，鑑定するまでもなく自己の財産を管理・処分することが不可能な状態にある。
　□　上のいずれにもあてはまらない。
     ..........................................................................................................................................
     ..........................................................................................................................................
４　今後家庭裁判所が鑑定をお願いした場合
　　　　□　鑑定を担当できる。
　　
　　　その場合，鑑定はだいたい５万円以内でお願いしていますが，




□　　５万円で引き受ける。




□　　　　円で引き受ける。
　　　　□　鑑定を担当できない。
